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§3. 適用と考察

上のモデルを,脱離過程に適用 し,拡散の有無,単分子か会合か,計 4とお りの場合につい

て計算 した｡脱離 と拡散の共存は,素過程の重ね合わせとして記述できる｡ 本論から導ける結

果として, 3点を挙げる｡

(1)2分子過程の方が,単分子過程より島構造を保ち易い｡

(2)脱離について拡散のあーる場合とない場合は,熱脱離の実験からは見分け難いと予想され

る｡

(3) 引力的相互作用が強く,島の端が不安定な場合,自己触媒的脱離が起こり易い｡

最後に本論の展望として,脱離と扱者の共存する場合や, 2成分系-の拡張を挙げておきた

い｡
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1. 限石中のMg同位体比異常に関する研究 鈴 木 麻 里

2. 顕微分光法による細胞内-マ トポルフィン誘導体の分光学的研究 開 高 宏

3. ピコ秒光子相関測定法とその応用 野 中 弘 二

4. ZnTe結晶における励起子発光とラマン散乱 藤 川 泰

5. ヘテロダイン型アキュームレーテツド･フォトンエコーの研究 官

6. γ-放射の異方性を用いた多重スピン密度波の研究

7. Ⅱ-ⅤⅠ族化合物半導体 ZnSeの磁気光物性

8. 強磁場下における液体酸素の休積膨張効果

9･ YbxLuトxB12の強磁場磁性
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10･ 重い電子系の強磁場磁性及び LongPulseMagnetの開発 下 畑 賢 司

1,1. ダイヤモンド中不純物窒素のESR

12･ PbTeノPbト∬Sn∬Te超格子における強磁場量子輸送現象

13･ サイクロトロン共鳴によるPbTe/PbトxSn∬Te超格子のサブバンド

14. アモルファスGeSe2のレーザー誘起結晶化
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15. B卜Sb多層膜の作成 とその2次元 Andersonの局在

16. La,Ce化合物の内殻光電子放出,光吸収スペク トルの理論

17. 大口径低バ ックグラウン ド蛍光比例計数管の開発

18. BL Lac天体PKS2155-304のX線スペク トル観測

19. 蛍光比例計数管によるCygnusLoopの観測

20. 多層膜X線反射鏡の開発

21. VENUSバ レルス トリーマーチューブに使用するガスのテス ト

22. VENUS鉛ガラスカロリメータによるエネルギー トリガーシステム

23. VENUS/BarrelStreamerTubesのアノー ドワイヤー信号

の読みだLについて

24. VENUS用 TransitionRadiationDetectorの為のビームテス ト

25. ニュー トリノビームを用いた弱い相互作用の研究

26. ELEGANTS Vによる二重ベータ崩壊の研究(1)

- ドリフ トチェンバーの開発-

27. (7r+,K+)反応 を用いたノ､イパー核実験における

データ収集 システムの開発

28. 場の量子論における effectivepotentialにっいて

29. 交換電流 と重陽子電子分解反応

30. 原子核 に束縛 されたミューオンの崩壊

31, 相対論的 Hartree-Fockの方法による有限核の研究

32. Bosonization とその Superstring -の応用

33. スーパース トリングにおけるボゾンとフェルミオンの

等価性について
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